


１　出生数は減少、合計特殊出生率も低下
出生数は84,207人で、令和５年の86,348人より2,141人（2.5%）減少した。
出生率（人口千対）は6.3で、前年の6.4から0.1ポイント低下した。
出生数を母の年齢（５歳階級）別にみると、45歳～49歳、50歳以上を除く全ての階級で前年より減少した。出生数が最も多い階級は30～34歳で、32,995人（総数に占める割合は39.2%）となっている。
合計特殊出生率は0.96で、前年の0.99から0.03ポイント低下した。（数値の算出方法については、「調査の概要」の「６　利用上の注意」（３）を参照）

２　死亡数は増加
死亡数は140,329人で、令和５年の137,241人より3,088人（2.3%）増加した。
死亡率（人口千対）は10.4で、前年の10.2から0.2ポイント上昇した。

３　死因順位第１位は「悪性新生物＜腫瘍＞」
死因別にみると、死因順位の第１位は「悪性新生物＜腫瘍＞」（総数に占める割合は24.7%）、第２位は「心疾患」（同14.7%）、第３位は「老衰」（同13.8%）となっており、前年の順位と同じである。

４　自然増減数は減少
出生数と死亡数の差である自然増減数は△56,122人、自然増減率（人口千対）は△4.2で、９年連続の自然減となった（令和５年の自然増減数は△50,893人、自然増減率は△3.8）。

５　死産数は増加
死産数は1,938胎で、令和５年の1,934胎より４胎（0.2%）増加した。
死産率(出産千対)は22.5で、前年の21.9を0.6ポイント上昇した。

６　婚姻件数は増加
婚姻件数は76,441組で、令和５年の71,774組より4,667組（6.5%）増加した。
婚姻率（人口千対）は5.7で、前年の5.3より0.4ポイント上昇した。

７　離婚件数は増加
離婚件数は20,424組で、令和５年の20,016組より408組（2.0％）増加した。
離婚率（人口千対）は1.52で、前年の1.49より0.03ポイント上昇した。
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